
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つのグラフの「x 座標が 45000（紙パックの合計の重さ）である点」に着目すること。 

・紙パックの枚数の違いが「x 座標が 45000 である点」の y の値の差であることに気付くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

〔第１学年〕 Ｃ 関数 

（１）具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。 

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

 

 

 

 

「日常生活の事象を数学的に解釈し、問題を解決しよう」 

～事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を説明する～ 

【出題の趣旨】 
事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる。 

【千葉県の課題と関連する問題例】 ６（２） 

【解答を導き出すために、子供に気付かせたいポイント】 

【学習指導要領における領域・内容】 

【授業改善例】 

（１）日常の事象を数学的に解釈する

ための方法を見出す。 

（４）問題解決の過程を振り返り、 

その方法や手順を数学的な 

表現を用いて説明する。 

（２）グラフを用いて、紙パックの重さ

と枚数の関係を捉える。 

（３）グラフから読み取れることを  

共有し、理解を深める。 

中学校・数学 

＜関連する問題＞ 

・Ｈ３０Ｂ３（３）  「列車が通るまでの時間をグラフから説明する」（正答率：13.9％） 



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校・数学 
「日常生活の事象を数学的に解釈し、 

問題を解決しよう」 
～事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を説明する～ 

（１）日常の事象を数学的に解釈するための方法を見出す。 

予想される子供の疑問：紙パックの枚数を数えたり、計算せずに求めることはできるのか。 

整理し、焦点化した疑問：枚数を数えたり、計算する代わりに何が使えるだろうか。 

〈課題〉グラフを用いて、紙パックのおよその枚数の違いを求めよう。 

（２）グラフを用いて、紙パックの重さと枚数の関係を捉える。 

子供の「見方・考え方」：グラフは何を表しているのだろうか。 

課題解決の視点や方法：グラフの x 軸、y 軸に注目し、何を表しているかを考える。 

〈方法〉今、分かっている事柄、グラフの x 軸、y 軸が表す事柄を整理しよう。 

グラフの x軸、y 軸が表すものを明確に意識させ、今着目するべきところはどこかを考えさせることが大切

です。 

紙パックの合計の重さと枚数という二つの数量の関係は表、式、グラフなどで表すことができますが、 

その中でも変化を視覚的に捉えられるものとして、グラフの利用に気付かせることが大切です。 

 

〔第１学年〕Ｃ 関数（１）エ、オ

学習指導要領における領域・内容 

紙パック、たくさん集まったけど、何枚くらいあるのかな。でも、数えるのは大変だな…。 

紙パックの合計の重さをはかって、それを紙パック１枚の重さで 
割れば、紙パックの枚数が求められるよ。 

 でも、紙パックの１枚の重さにも違いがあるんじゃないかな。 

紙パックの合計の重さと枚数には関係があるから、グラフを使
えば視覚的に違いがわかると思います。 

グラフの x軸は紙パックの合計の重さを表し、y軸は

紙パックの枚数を表しているね。 

今回は１か月間で集まった紙パックの合計の重さが

45000ｇだから、x座標が 45000 のところに注目すれば
よさそうね。 

右のグラフは集まった紙パックの合計の重さと紙パック枚数の関係を表した
ものです。 

今回、１か月間で集まった紙パックの合計の重さは 45000ｇでした。 

紙パック１枚の重さを 28ｇとしたときと、32ｇとしたときのおよその枚数の
違いを求めるためには、グラフのどこに注目すればよいでしょうか。 

確かに、１枚ずつ数えるのは大変ですね。直接枚数を数えなくても、
紙パックのおよその枚数がわかる方法はないでしょうか。 

そうですね。では、紙パックの 1枚の重さが最も軽いときと最も重い
ときで枚数がどのくらい違うのか考えてみましょう。何を使えば求めら
れそうですか。 

日常生活における問題に対し、数学的に

解決する方法を考えさせる。 

グラフを利用することで、視覚的に判断

できる良さに気付かせる。 

45000 
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グラフの二つの値が何を表しているのか整理して考
えると、答えを導き出すことができることがわかりま
した。 

およその値を求めることができたけれど、より正し
いものに近づけるにはどうしたらよいか考えてみたい
と思います。 

（３）グラフから読み取れることを共有し、理解を深める。 

主体的に学び合う姿：紙パックの枚数の違いは、グラフからどのように読み取れるか。 

考えをつなぐ手立て：グラフのどの部分が紙パックの枚数の違いを表しているか考える。 

〈展開〉答えとなる部分をグラフから探して、友達に説明してみよう。 

（４）問題解決の過程を振り返り、その方法や手順を数学的な表現を用いて

説明する。 

自分の思考の振り返り：紙パックの枚数の違いの求め方をどのように説明したらよいか。 

考えを整理させる視点：二つのグラフのどこに着目したかを明らかにして説明させる。 

           〈整理〉分かったことを数学的な表現を用いて説明しよう。 

 「求めるものはグラフのこの部分」といった曖昧な表現ではなく、数学的な表現を適切に用いて表せる 

ことが大切です。答え方が複数存在することにも触れるとよいでしょう。 

グラフから「枚数の違いはおよそ 200 枚である」ことを読み取ることは容易であるが、求めるための方法

を説明することは苦手な生徒が多い。日頃の授業から思考の過程を自分の言葉で表す機会を設けることが 

重要です。 

 

〈関連する場面〉 

「比例と反比例」（小６年）比例 

〈関連する問題〉 

Ｈ３０Ｂ３（３）列車が通るまでの時間をグラフから説明する 

それでは、紙パックの枚数の違いはグラフからどのよ
うに求めることができるでしょうか。 

x 座標が 45000 のときの yの値はそのときの枚数を表してい
るから、二つのグラフの y軸方向の距離を読めばいいんじゃな
いかな。 

紙パックの枚数の違いを求めるには、１枚の重さを 28ｇ
としたときのグラフと１枚の重さが 32ｇとしたときの
グラフについて、x 座標が 45000 のときの y の値の差を
求めればよいことが分かりました。 

それでは、今日の学習を振り返り、まとめてみましょう。 

問題を解決するための方法を説明する際は、「用いる

もの」を明確にした上で、その「用い方」の二つに
ついて記述することが大切です。 

答え方が異なっていても、この場合はいずれも正しく
表すことができていることに注意する。 

よりよい結論を導くために、さらなる問題を
考えさせることも重要です。 

自分の言葉で学習のまとめを書く 

y の値の差を求めてもよさそうです。 

45000 

そうですね。二つのグラフの、ある x座標のときの yの値に
着目すればよいことが、きちんと説明できていますね。 

先生、グラフを見ると、この場合の紙パックの枚数の違いはおよそ
200 枚になることがわかります。これだけ違いがあると、実際に集ま
った枚数がはっきりしません。もっと実際に集まった枚数に近くな
るような求め方を考える必要があると思います。 
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